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大

陸
（
満

州
）

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦

照
空
隊
員

岩
手
県

谷

川

源

一

私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
月
二
十
九
日
、
岩
手

県
上
閉
伊
郡
遠
野
町
（
現
遠
野
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
徴
集
の
徴
兵
検
査
を
受
け
甲

種
合
格
で
し
た
。
十
六
年
徴
集
者
か
ら
は
確
か
第
一
乙
種

も
現
役
兵
と
し
て
入
営
し
た
の
で
す
が
、
わ
た
し
の
時
は

正
規
の
甲
種
で
な
い
と
現
役
入
営
は
な
く
、
皆
体
格
の
良

い
人
達
だ
け
で
し
た
。
入
隊
は
高
射
砲
第
十
連
隊
第
三
中

隊
で
し
た
。
そ
の
日
は
昭
和
十
四
年
三
月
四
日
で
し
た
。

「
手
帳
№
１
」
に
は
十
四
年
三
月
十
二
日
よ
り
日
記
式

に
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
前
の
数
頁
に
は
三
十
年
式
銃
剣

の
略
図
、
部
位
の
名
称
、
そ
の
他
入
営
時
に
渡
さ
れ
た
兵

器
、
そ
の
他
、
軍
人
の
基
礎
知
識
等
が
記
入
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

軍
隊
に
関
し
て
は
学
校
で
軍
事
教
練
も
受
け
、
真
面
目

に
勉
強
を
し
て
い
て
一
応
の
知
識
と
覚
悟
は
し
て
お
り
ま

し
た
。
ま
た
体
力
も
柔
道
は
有
段
者
で
も
あ
り
、
大
概
の

訓
練
に
は
耐
え
得
る
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

教
育
中
、
幹
部
候
補
生
試
験
を
受
け
る
よ
う
、
教
官
や
上

司
か
ら
強
く
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
は
長
男
で
あ

り
、
家
を
継
ぐ
と
い
う
責
務
が
あ
っ
た
の
で
、
お
断
り
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

高
射
砲
隊
と
い
う
の
は
、
一
般
歩
兵
と
は
全
然
異
な
っ

た
教
育
で
、
特
に
私
は
照
空
燈
、
聴
音
機
等
の
防
空
関
係
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機
器
の
操
作
や
、
電
気
関
係
、
機
械
の
構
造
な
ど
、
小
銃

や
、
機
関
銃
を
扱
う
兵
種
と
は
違
っ
た
、
機
械
工
学
、
光

学
、
聴
音
な
ど
今
ま
で
に
は
縁
の
な
い
勉
強
と
演
習
の
連

続
で
し
た
。

一
期
の
教
育
が
終
了
し
て
間
も
な
く
、
七
月
十
六
日

は
、
関
東
軍
の
「
作
戦
命
令
第
六
七
号
」
に
よ
り
応
急
派

兵
と
な
り
ま
し
た
。
同
十
七
日
は
、
関
東
軍
第
一
野
戦
照

空
隊
に
編
入
、
牡
丹
江
に
向
か
い
公
主
嶺
を
出
発
。
同
十

九
日
、
牡
丹
江
着
、
牡
丹
江
要
地
防
空
隊
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
軍
隊
手
帳
の
履
歴
の
記
事
で
す
。

そ
の
時
、
私
の
日
記
に
は
、

七
月
十
七
日
（
月
）
曇
後
晴
。
午
前
四
時
、
非
常
呼

集
、
続
い
て
軍
装
を
整
え
て
待
機
、
機
械
を
準
備
し
て
貨

車
に
積
み
込
む
。
十
三
時
頃
、
公
主
嶺
街
に
さ
ら
ば
す

（
出
発
）。

七
月
十
八
日
、
晴
、
一
日
中
車
中
に
過
ご
す
。

同
十
九
日
、
晴
、
五
時
三
十
分
、
牡
丹
江
に
到
着
、
機

材
車
下
車
、
晩
は
小
学
校
講
堂
に
舎
営
。

同
二
十
日
、
晴
、
舎
営
地
を
後
に
一
路
陣
地
に
向
か
い

進
入
、
晩
は
衛
兵
勤
務
。

同
二
十
一
日
、
晴
、
初
め
て
の
露
営
、
蚊
の
多
い
の
に

閉
口
。
本
日
も
敵
影
を
見
ず
終
わ
る
。

同
二
十
四
日
、
晴
、
掩
体
壕
掘
り
、
第
三
軍
参
謀
巡
察

あ
り
。
第
一
動
哨
、
第
二
動
哨
の
守
則
を
覚
え
る
。

八
月
四
日
、
い
よ
い
よ
作
戦
命
令
（
山
作
命
三
五
号
）

が
発
令
さ
る
。
同
二
十
五
日
、
阿
爾
山
発
。

以
下
日
誌
に
よ
り
、
第
一
野
戦
照
空
隊
の
ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
の
対
空
戦
闘
状
況
を
話
し
ま
す
。

八
月
四
日
、
晴
、
夕
方
よ
り
急
に
命
令
下
り
、
陣
地
撤

去
、
夜
間
中
に
機
械
を
全
部
貨
車
に
積
む
。
同
月
五
日
、

朝
出
発
、
終
日
車
中
。
同
月
六
日
、
零
時
ハ
ル
ピ
ン
通

過
、
終
日
車
中
。

七
日
、
七
時
十
五
分
、
ハ
ロ
ー
ア
ル
シ
ャ
ン
到
着
、
機

材
を
下
し
陣
地
進
入
。
敵
機
の
爆
音
を
聞
く
、
夜
中
照
空

燈
の
発
電
車
を
山
上
に
引
き
上
げ
る
。

八
日
、
射
光
機
を
山
に
引
上
ぐ
。
一
時
整
置
、
夜
中
掩

体
を
掘
る
。
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九
日
、
敵
機
来
襲
、
昼
夜
通
し
て
掩
体
及
び
防
空
壕
を

掘
る
。

十
日
、
午
後
数
十
機
の
敵
機
来
襲
、
初
め
て
直
接
敵
影

を
見
る
。
高
射
砲
隊
の
努
力
に
よ
り
七
機
射
ち
墜
す
。
敵

戦
闘
機
の
地
上
掃
射
を
受
け
る
も
味
方
に
損
害
な
し
。
夜

防
空
壕
を
掘
る
。

十
一
日
、
午
前
、
午
後
共
三
機
の
敵
戦
闘
機
を
見
る
。

我
が
陣
地
無
事
な
る
も
、
味
方
の
高
射
砲
弾
当
た
ら
ず
。

夜
は
や
は
り
防
空
壕
掘
り
。

十
二
日
、
午
前
中
、
敵
Ｔ
Ｂ
型
重
爆
機
を
見
る
。

十
三
日
（
日
）
曇
後
雨
、
本
日
は
午
前
、
午
後
敵
影
無

し
、
日
曜
日
故
、
敵
も
休
み
か
。

十
四
日
（
雨
止
ま
ず
）、
何
も
か
も
ジ
メ
ジ
メ
と
し
て

お
り
嫌
な
気
持
ち
で
あ
る
が
、
敵
影
を
見
ず
。

十
五
日
、
十
六
日
、
敵
機
来
た
ら
ず
、
午
前
中
対
空
監

視
。十

八
日
、
午
前
中
、
山
へ
木
を
伐
り
、
運
搬
に
は
些
か

参
っ
た
。
午
後
一
時
、
久
し
ぶ
り
に
敵
機
姿
を
見
せ
る
。

機
種
Ｔ
Ｂ
型
重
爆
機
、
航
速
の
大
な
る
の
に
驚
く
。

十
九
日
、
ハ
ン
タ
ガ
ヤ
迄
敵
機
三
十
機
来
襲
の
報
に
接

し
た
が
、
我
が
陣
地
で
は
か
す
か
に
爆
音
聴
く
も
敵
影
を

見
ず
。

二
十
日
、
午
後
一
時
頃
、
数
十
機
の
敵
戦
闘
機
来
襲

す
。
先
日
と
は
些
か
違
っ
た
戦
法
に
て
我
が
高
射
砲
陣
地

に
地
上
掃
射
を
浴
び
せ
る
も
、
我
軍
び
く
と
も
せ
ず
八
機

を
射
墜
す
。
そ
の
後
敵
爆
撃
機
十
七
機
の
編
隊
で
我
が
陣

地
頭
上
を
通
過
し
、
爆
弾
を
投
下
す
る
も
我
軍
に
損
害
な

し
。
夕
刻
よ
り
掩
体
・
防
空
壕
を
掘
る
。

二
十
一
日
（
晴
）、
九
時
頃
、
敵
二
機
の
編
隊
を
見
る
。

十
一
時
頃
、
三
機
編
隊
敵
機
来
襲
し
爆
弾
投
下
す
る
。
十

二
時
半
頃
、
十
五
機
爆
弾
投
下
。
十
九
時
頃
、
九
機
編
隊

に
て
来
襲
、
ア
ル
シ
ャ
ン
付
近
に
数
個
の
爆
弾
投
下
し
た

が
、
い
ず
れ
も
損
害
な
し
。
但
し
、
投
下
技
術
が
巧
に

な
っ
て
来
た
こ
と
に
驚
く
。
本
日
の
襲
来
機
は
い
ず
れ
も

爆
撃
機
に
て
高
度
六
千
メ
ー
ト
ル
以
上
。

二
十
二
日
、
午
前
七
時
頃
、
二
機
編
隊
敵
爆
撃
機
を
見

る
も
東
方
よ
り
西
方
に
飛
来
、
そ
の
他
異
常
な
し
、
高
度

六
千
メ
ー
ト
ル
。
対
空
監
視
、
夜
防
空
壕
掘
り
。
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二
十
三
日
、
敵
影
を
見
ず
。

二
十
四
日
、
十
六
時
半
、
二
十
機
編
隊
の
爆
撃
機
来

襲
、
数
個
の
爆
弾
投
下
し
、
悠
々
と
去
る
。
我
が
方
の
被

害
甚
大
ら
し
い
。
高
度
六
千
メ
ー
ト
ル
よ
り
、
変
な
ビ
ラ

を
投
下
（
謀
略
用
？
）。
十
九
時
頃
、
四
機
編
隊
の
敵
機

来
襲
し
、
高
度
七
千
よ
り
爆
弾
投
下
。
急
降
下
爆
撃
を
受

け
る
。
夜
間
防
空
壕
掘
り
。

二
十
五
日
、
敵
影
見
ず
。
夜
間
防
空
壕
掘
り
。

二
十
六
日
（
土
）
晴
後
風
強
く
小
雨
、
午
後
四
時
頃
、

敵
爆
撃
機
一
機
見
る
も
他
異
常
な
し
。

二
十
七
日
、
雨
後
晴
・
雷
雨
、
爆
音
聴
く
の
報
あ
る
も

敵
機
影
見
ず
。
午
後
六
時
、
友
軍
機
九
機
飛
来
せ
り
の
情

報
を
聞
く
。

二
十
八
日
、
爆
音
聴
く
も
機
影
見
ず
。

二
十
九
日
、
午
前
九
機
、
午
後
十
機
編
隊
の
友
軍
機
を

見
る
。
夜
間
防
空
壕
屋
根
作
り
。

三
十
日
、
本
日
は
ず
っ
と
友
軍
機
の
み
飛
ぶ
。

三
十
一
日
、
昨
日
同
様
友
軍
機
の
み
、
午
前
、
機
械
運

搬
、
晩
、
防
空
壕
屋
根
作
り
。

九
月
一
日
、
三
十
二
機
編
隊
友
軍
機
を
見
る
。

二
日
、
我
陣
地
上
に
十
一
機
編
隊
の
友
軍
機
数
回
往
復

す
。
午
後
二
時
頃
、
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
上
空
に
お
い
て
数
機
の

爆
撃
機
・
戦
闘
機
、
我
が
陣
地
を
攻
撃
す
る
を
見
る
。
友

軍
機
一
機
、
応
援
を
呼
び
に
戻
る
も
、
応
援
機
飛
来
の
頃

は
既
に
敵
影
な
し
。
夜
間
防
空
壕
屋
根
作
り
大
体
終
了

す
。三

日
、
五
時
、
聴
測
を
主
と
す
る
訓
練
概
ね
一
時
間
、

十
時
よ
り
、
十
機
編
隊
友
軍
機
、
午
後
六
時
頃
、
九
機
編

隊
の
友
軍
機
を
見
る
。

四
日
、
朝
、
八
機
編
隊
友
軍
機
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
上
空
に
向

か
い
飛
来
、
続
い
て
敵
戦
闘
機
九
機
暫
く
ぶ
り
に
姿
を
見

せ
る
。
そ
の
後
数
回
友
軍
機
我
が
陣
地
上
空
を
飛
ぶ
。
昼

頃
友
軍
機
一
機
故
障
の
た
め
阿
爾
山
司
令
部
付
近
に
不
時

着
し
、
機
体
大
破
す
る
を
見
る
。

五
日
、
友
軍
機
及
敵
機
数
機
の
編
隊
を
見
る
。
午
後
八

時
四
十
五
分
よ
り
十
時
迄
、
照
空
燈
射
光
訓
練
を
実
施

（
訓
練
は
戦
闘
期
間
で
も
実
施
）。

六
日
、
午
前
五
時
よ
り
一
時
間
演
習
実
施
。
本
日
は
友
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軍
機
の
み
飛
行
す
。

七
日
、
本
日
天
気
不
良
の
た
め
爆
音
ら
し
き
も
の
聴
こ

え
た
の
み
他
異
常
な
し
。

八
日
、
友
軍
機
の
爆
音
も
聴
い
た
の
み
。

九
日
、
午
前
中
、
友
軍
機
三
機
編
隊
を
三
度
ば
か
り
見

る
。
昼
、
父
上
よ
り
二
通
の
手
紙
を
受
け
、
中
に
お
守
り

入
れ
て
あ
り
。
何
か
小
包
を
送
ら
れ
た
と
の
報
に
接
す
る

も
、
そ
れ
か
ら
「
幹
部
候
補
生
の
件
如
何
に
な
っ
た
」
と

の
文
あ
り
、
胸
に
五
寸
釘
を
持
ち
込
ま
れ
た
感
じ
、
残
念

で
な
ら
ぬ
（
幹
候
受
験
断
念
、
上
官
の
す
す
め
と
、
家
庭

と
の
板
挾
み
）。

十
日
、
午
前
中
、
昨
晩
に
続
き
父
上
に
手
紙
を
書
い
た

が
、
再
び
途
中
に
て
止
め
た
。
幹
候
の
事
考
え
る
と
何
か

気
が
引
け
る
。
本
日
は
猛
烈
な
吹
雪
と
な
る
。

十
四
日
、
呆
れ
た
天
気
、
晴
れ
た
と
思
う
と
降
り
、

降
っ
た
ら
晴
。
午
前
中
晴
れ
間
に
久
し
ぶ
り
に
敵
影
を
見

る
。
し
か
し
、
何
も
せ
ず
終
わ
る
。
九
月
一
日
上
等
兵
進

級
。十

五
日
、
終
日
天
気
良
し
、
午
前
、
午
後
を
通
じ
数
機

の
友
軍
機
飛
来
。

十
八
日
、
夕
刻
よ
り
雷
物
凄
く
鳴
る
「
一
天
俄
か
に
か

き
曇
り
雹
が
降
り
出
し
、
金
色
の
鵄
飛
来
し
、
神
武
天
皇

の
弓
の
先
に
止
ま
る
」
と
の
小
学
校
の
教
科
書
に
あ
る
。

こ
の
戦
闘
勝
利
疑
い
な
し
。
神
は
正
義
に
味
方
を
す
る
。

十
九
日
、
日
ソ
停
戦
条
約
締
結
の
報
を
聞
く
。

二
十
三
日
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
近
い
う
ち
に
転

換
あ
る
と
の
こ
と
。
寄
る
と
触
る
と
種
々
の
噂
飛
ぶ
。

「
公
主
嶺
へ
帰
る
」「
ノ
モ
ン
ハ
ン
へ
行
く
」「
ハ
ン
ダ
ガ

ヤ
に
行
く
」「
ハ
イ
ラ
ル
へ
行
く
」「
牡
丹
江
に
帰
る
」。

教
育
演
習
が
無
い
の
で
直
ぐ
陣
地
へ
帰
り
、
装
具
全
部
を

纏
め
、
軍
装
検
査
、
機
材
整
備
を
し
、
い
つ
撤
去
命
令
出

て
も
出
発
で
き
る
よ
う
用
意
を
し
た
。

し
か
し
、
今
迄
働
い
た
こ
と
が
無
駄
に
な
っ
た
と
思
う

と
本
当
に
残
念
で
あ
る
。
本
日
父
上
よ
り
御
手
紙
同
封
の

伊
勢
神
宮
両
社
の
お
守
を
戴
く
。

二
十
四
日
、
六
時
半
起
床
、
機
材
点
検
、
阿
爾
山
防
衛

最
後
の
監
視
哨
に
立
つ
。
昼
食
後
機
材
撤
去
、
照
射
班
の

用
事
は
本
日
で
終
わ
る
。
晩
は
初
め
て
穴
蔵
の
中
で
寝
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る
。
非
常
に
寒
か
っ
た
。

二
十
五
日
、
帰
営
装
備
、
十
四
時
、
機
材
阿
爾
山
駅

ホ
ー
ム
に
集
結
。
十
九
時
、
機
材
積
載
終
了
、
十
九
時
二

十
分
、
阿
爾
山
駅
発
「
誠
に
残
念
で
あ
り
、
又
思
い
出
深

い
生
活
が
あ
り
、
且
つ
愉
快
な
一
日
、
一
日
で
あ
っ
た
」

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
の
戦
闘
は
酷
し
か
っ
た
が
、
部
隊
将
兵

の
意
気
は
軒
昴
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
い
よ
い
よ
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
線
の
陣
地
を
離

れ
原
駐
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
日
歴
を
簡
単

に
申
し
述
べ
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
十
六
日
、
十
時
二
十
分
、
白
城
子
に
て
朝
食
、

昼
食
給
与
、
一
日
中
車
中
、
気
候
は
非
常
に
暑
く
、
冬
の

国
か
ら
夏
の
国
に
来
た
よ
う
で
あ
る
。

二
十
七
日
、
夜
間
、
非
常
に
寒
か
っ
た
が
、
昨
晩
に
比

べ
る
と
ず
っ
と
暖
か
い
。
十
一
時
半
、
四
平
街
着
、
十
六

時
半
、
公
主
嶺
着
、
機
材
下
車
終
わ
り
、
久
し
ぶ
り
懐
か

し
の
原
隊
の
土
を
踏
む
。「
公
主
嶺
よ
さ
ら
ば
」
か
ら
五

度
目
の
入
浴
、
戦
塵
を
落
と
す
。
し
か
し
ま
た
何
と
な

く
、
苦
労
を
重
ね
た
こ
の
戦
塵
を
落
す
の
が
名
残
り
惜
し

い
気
も
す
る
。

二
十
八
日
、
兵
舎
の
寝
台
藁
布
団
、
二
カ
月
ぶ
り
に
て

原
隊
の
夢
の
園
、
気
持
良
く
ぐ
っ
す
り
眠
る
。

十
月
十
日
、
山
岡
部
隊
創
設
記
念
、
帰
還
会
、
そ
し
て

戦
没
者
慰
霊
祭
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
つ
い
て
は
沢
山
の
資
料
、
手
記
・

戦
史
が
発
刊
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
の
日
歴
と
も
い
う

も
の
も
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
に
参
戦
し
つ
つ
、
照
空
隊
と
い

う
立
場
で
、
彼
我
の
航
空
機
飛
来
の
状
況
、
日
時
、
機
数

等
を
あ
る
面
で
は
客
観
的
に
記
述
し
て
あ
り
ま
す
が
、
地

上
戦
、
航
空
戦
、
補
給
戦
等
、
緒
戦
か
ら
停
戦
ま
で
に
は

い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

兵
力
、
兵
器
、
物
量
の
圧
倒
的
な
強
さ
に
惨
敗
し
た
と

も
い
い
ま
す
し
、
航
空
戦
は
我
軍
が
勝
っ
た
と
か
、
ま
た

独
ソ
戦
が
勃
発
し
な
け
れ
ば
、
日
ソ
全
面
戦
争
に
な
っ
た

ら
関
東
軍
は
、
日
本
軍
は
ど
の
よ
う
に
戦
い
、
ど
の
よ
う

な
結
末
が
つ
い
た
の
か
は
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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し
か
し
結
果
的
に
は
、
こ
の
二
カ
月
間
に
彼
ら
多
く
の

犠
牲
者
が
で
き
、
特
に
日
本
軍
に
は
戦
没
以
外
の
俘
虜
と

い
う
悲
劇
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
を
、
私
の
手
帳
日

記
を
基
礎
と
し
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
貴
重
な
体
験
を
、

も
う
少
し
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
高
射
砲
隊
は
最
前
線
で
、
我
々
照
空
隊

は
興
安
嶺
の
麓
に
陣
地
設
定
を
し
て
、
小
高
い
山
か
ら
戦

況
を
見
て
い
ま
し
た
。
高
射
砲
は
対
空
射
撃
ば
か
り
で
な

く
、
戦
車
の
来
襲
に
対
し
、
速
射
砲
で
は
口
径
が
小
さ
く

破
壊
で
き
ぬ
の
で
、
高
射
砲
を
水
平
に
し
て
射
撃
を
し

て
、
戦
車
砲
と
し
て
威
力
を
発
揮
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。我

軍
の
戦
闘
機
は
九
七
式
で
し
た
が
、
小
廻
り
の
き
く

九
五
式
練
習
用
戦
闘
機
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。
ソ
連
の
飛

行
機
双
発
の
軽
爆
撃
機
は
、
速
度
が
速
く
、
音
が
し
た
と

思
う
と
、
も
う
上
空
へ
来
る
。
我
々
の
そ
ば
に
爆
弾
を
落

と
し
高
速
で
飛
び
去
る
。
ま
た
夜
間
爆
撃
は
駅
前
に
も
あ

り
ま
し
た
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
で
停
戦
後
、
ソ
連
軍
の
俘
虜
は
随
分
帰

し
た
が
、
日
本
軍
は
恥
だ
か
ら
と
い
っ
て
帰
れ
な
か
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
戦
後
、
ソ
連
へ
抑
留
さ
れ
強
制
労

働
さ
せ
ら
れ
た
我
が
軍
の
軍
人
が
、
シ
ベ
リ
ア
で
、
ノ
モ

ン
ハ
ン
の
俘
虜
だ
っ
た
人
と
会
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
も

聞
き
ま
し
た
が
、
捕
虜
に
な
る
な
ら
死
を
と
い
う
当
時
の

軍
隊
教
育
で
し
た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
人
も
お
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

な
お
、
日
誌
に
は
書
い
て
い
な
い
我
々
照
空
隊
の
こ
と

に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
申
し
ま
し
ょ
う
。
牡
丹
江
か
ら
現
地

ま
で
は
列
車
で
し
た
が
、
小
隊
長
は
既
に
陣
地
へ
先
行
し

て
行
き
ま
し
た
。
私
は
幹
部
候
補
生
と
一
緒
に
山
の
方
へ

歩
い
て
い
き
ま
し
た
。
発
電
車
と
い
う
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う

な
車
か
ら
電
線
を
引
い
て
照
空
燈
を
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
間

隔
に
設
置
す
る
。
こ
れ
を
自
動
操
縦
す
る
機
械
も
あ
る

が
、
手
動
の
は
ハ
ン
ド
ル
が
重
く
て
操
作
し
に
く
か
っ
た

の
で
す
。
演
習
の
時
は
ほ
と
ん
ど
手
動
で
し
た
。

聴
音
機
か
ら
は
計
算
班
が
、
飛
行
機
の
高
度
、
速
度
、

方
向
を
算
出
す
る
の
で
す
が
、
実
際
に
は
照
空
燈
を
カ
ン
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で
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
有
線
通
信
で
す
が
命
令
が
遅
い

か
ら
で
す
。

一
個
小
隊
に
は
三
燈
、
そ
の
間
は
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

位
、
光
の
強
さ
は
同
じ
だ
が
、
広
範
に
わ
た
り
照
ら
し
、

目
標
が
は
っ
き
り
し
た
ら
、
三
方
か
ら
縮
め
る
。
三
点
を

一
致
さ
せ
る
の
で
す
。
満
州
で
航
空
隊
と
の
合
同
演
習
の

時
、
戦
闘
機
が
中
に
入
っ
て
し
ま
い
墜
落
し
そ
う
に
な

り
、
光
を
消
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
復
員
以
降
に
つ
い
て
は
満
州
で
の
警
備
・

教
育
で
す
。
復
員
（
動
員
解
除
）
業
務
は
十
月
十
日
に
完

結
。
二
十
日
、
牡
丹
江
移
駐
の
た
め
公
主
嶺
発
、
二
十
七

日
、
牡
丹
江
着
、
新
兵
舎
に
落
ち
着
き
以
後
同
地
駐
留
、

警
備
の
任
に
つ
く
。
軍
隊
手
帳
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
十

四
年
九
月
二
十
六
日
よ
り
十
月
二
十
日
、
吉
林
省
有
懐

県
、
十
月
二
十
三
日
よ
り
、
牡
丹
江
省
寧
安
県
で
外
国
鎮

戍
従
事
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
二
月
瓦ガ
斯ス
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
四

月
二
十
九
日
、
支
那
事
変
の
功
に
よ
り
勲
八
等
瑞
宝
章
及

支
那
事
変
従
軍
記
章
を
授
賜
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年

七
月
十
日
、
高
射
砲
一
〇
作
命
甲
第
五
号
に
よ
り
牡
丹
江

要
地
防
空
に
従
事
、
二
十
九
日
動
員
編
成
に
よ
り
照
空
第

一
中
隊
に
編
入
し
、
八
月
二
日
動
員
完
結
。

さ
ら
に
満
州
で
勤
務
し
て
、
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
三

日
、
中
部
第
七
十
二
部
隊
に
転
属
、
二
十
九
日
宇
品
上

陸
、
五
月
三
日
現
役
満
期
除
隊
と
な
り
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
で
す
が
、
青
年
学
校
で
銃
剣
術
の
教

育
中
、
相
手
の
木
銃
の
先
端
の
タ
ン
ポ
が
私
の
防
具
の
胴

の
下
へ
入
り
、
炎
傷
を
お
こ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

前
に
父
は
病
没
し
ま
し
た
。

弟
は
予
備
士
官
学
校
を
卒
業
見
習
士
官
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
任
官
し
神
戸
の
鷹
鳥
山
で
機
関
砲
隊
長
を
し
て
い

ま
し
た
が
入
院
し
て
い
た
の
で
す
。
私
が
第
二
回
の
釜
石

艦
砲
射
撃
（
連
合
軍
海
軍
）
の
跡
始
末
を
し
て
い
た
時
、

終
戦
の
直
前
に
死
亡
し
た
と
の
知
ら
せ
が
実
家
に
あ
り
ま

し
た
。

部
隊
葬
を
行
う
の
で
「
遺
族
の
御
出
席
」
を
と
の
案
内

状
が
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
広
島
へ
原
爆
が
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投
下
さ
れ
た
時
で
す
。
岩
手
を
発
っ
た
が
列
車
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
。
神
戸
へ
着
い
た
が
焼
野

原
、
し
か
も
終
戦
と
重
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
こ
へ
行
っ

て
よ
い
か
判
ら
な
い
。
や
っ
と
憲
兵
隊
で
聞
き
ま
し
た

が
、
も
う
部
隊
葬
は
終
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

部
隊
長
に
お
会
い
を
し
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
を
し
て
頂

き
、
遺
骨
を
抱
き
、
軍
刀
と
軍
服
は
持
っ
て
帰
り
ま
し
た

が
、
遺
品
は
自
宅
へ
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
母
は
私
が

生
き
て
い
て
く
れ
た
代
わ
り
に
、
弟
が
死
ん
で
く
れ
た
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

想
え
ば
現
役
中
の
、
十
六
年
夏
、
所
謂
関
特
演
が
あ

り
、
全
国
に
大
動
員
が
あ
り
満
州
の
我
々
の
部
隊
も
動
員

下
令
、
対
ソ
戦
近
し
の
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
私
の
勤

務
、
事
務
も
繁
忙
を
極
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
従
軍
手

帳
に
日
記
を
書
く
暇
も
余
り
無
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。

七
月
十
日
、
本
日
よ
り
牡
丹
江
市
の
防
衛
演
習
、
連
日

の
雨
天
が
何
や
ら
終
末
に
近
づ
い
た
ら
し
い
。
昼
過
ぎ
一

時
頃
陣
地
に
到
着
早
速
仮
の
戦
闘
準
備
完
了
、
連
隊
外
の

満
軍
も
出
動
参
加
せ
り
、
満
軍
の
偽
装
上
手
な
り
。
十
一

日
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
防
衛
演
習
を
含
む
待
機
姿
勢

ら
し
い
。
目
標
は
ソ
連
機
…
…
の
記
述
が
あ
る
。
今
見
て

も
何
か
、
関
特
演
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

日
記
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
を
以
て
終
了

し
、
以
後
空
白
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
解

説
】

ノ
モ
ン
ハ
ン
戦

照
空
隊
員

聴
取
証
言
者
・
谷
川
源
一
氏
は
照
空
隊
出
身
で
あ
り
、

入
営
以
来
、
詳
細
な
日
誌
と
教
育
、
資
料
の
軍
隊
勤
務
状

況
な
ど
、
後
世
に
残
す
貴
重
な
記
録
な
ど
を
保
管
さ
れ
て

あ
る
。

照
空
・
聴
音
で
防
空
任
務
を
果
た
す
為
に
は
対
空
監
視

は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
準
拠
す
べ
き
事
項
を
記
す
。

昭
和
十
四
年
六
月
、
部
隊
ノ
教
育
時
、
筆
記
サ
レ
タ
駐

軍
間
ニ
於
ケ
ル
対
空
監
視
哨
ノ
一
般
守
則
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１

対
空
監
視
哨
ハ
常
ニ
四
周
ノ
上
空
ヲ
監
視
シ
又

ハ
音
響
ニ
注
意
シ
、
若
シ
飛
行
機
、
気
球
等
ヲ
発

見
セ
バ
監
視
ヲ
中
絶
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
直
チ
ニ
状
況

ヲ
指
揮
官
ニ
報
告
ス
ベ
シ

２

発
見
シ
タ
ル
飛
行
機
敵
ノ
モ
ノ
ナ
ル
カ
或
ハ
疑

ワ
シ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
我
ニ
近
接
シ
来
ル
ト
キ
ハ
直

チ
ニ
示
サ
レ
タ
ル
防
空
部
隊
ニ
通
報
ス
ベ
シ

３

飛
行
機
全
ク
我
ガ
視
界
ヲ
去
ラ
バ
之
ヲ
指
揮
官

ニ
報
告
ス
ベ
シ

４

其
ノ
他
概
ネ
歩
哨
ノ
動
作
ニ
準
ス

特
別
守
則

１

監
視
哨
ノ
名
称

２

彼
我
飛
行
機
ノ
識
別
法

３

必
要
ナ
ル
道
路
、
地
点
ノ
名
称

４

要
ス
レ
バ
特
ニ
監
視
ス
ベ
キ
方
向

５

連
絡
ス
ベ
キ
防
空
部
隊
ノ
位
置

６

報
告
又
ハ
通
報
ノ
手
段

私
の
軍
隊
生
活
（
そ
の
二
）

愛
知
県

河

村

廣

康

編へん
上じよ
靴うか

編
み
上
げ
靴
の
こ
と
を
軍
隊
で
は
「
へ
ん
じ
ょ
う
か
」

と
い
い
ま
す
。
編
上
靴
の
手
入
れ
で
春
夏
秋
は
さ
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冬
は
本
当
に
泣
か
さ
れ
ま
す
。
零
下

三
〇
度
以
下
に
も
な
る
兵
舎
の
外
で
手
入
れ
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
靴
底
に
は
滑
ら
な
い
よ
う

に
鉄
の
鋲
が
沢
山
打
ち
付
け
て
あ
り
ま
す
。
冬
と
も
な
り

ま
す
と
鋲
と
鋲
と
の
間
に
雪
と
泥
が
詰
ま
り
、
そ
れ
が
カ

ン
カ
ン
に
凍
っ
て
ち
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
と
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
取
り
除
く
の
に
竹
を
尖
ら
せ
た
「
竹
へ
ら
」
で
取

れ
と
い
う
の
で
す
。
し
か
し
竹
へ
ら
で
は
と
て
も
取
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ナ
イ
フ
で
つ
つ
い
て
取

り
除
く
の
で
す
。
そ
こ
を
見
つ
か
り
ま
す
と
、「
こ
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